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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
さ
く
ら
の
自
由
気
ま
ま
な
ネ
タ
帳
（
・
ω
・
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
６
４
５
Ｙ

【
作
者
名
】

　
さ
く
ら

【
あ
ら
す
じ
】

　
ネ
タ
帳
。
只
の
ネ
タ
帳
。
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初
め
に
読
ん
で
下
さ
い
。

こ
れ
は
ネ
タ
帳
で
す
。

果
て
し
な
く
意
味
不
な
上
に
ネ
タ
バ
レ
を
極
限
ま
で
に
含
み
ま
す
。
ご
注
意
を
。

所
謂
自
分
し
か
使
う
と
思
わ
れ
な
い
小
説
で
も
な
い
ネ
タ
帳
で
す
の
で
、
パ
ク

リ
は
駄
目
で
す
。

じ
ゃ
な
い
と
、
私
の
ネ
タ
が
私
の
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

此
処
に
は
、
カ
キ
コ
の
物
語
の
ネ
タ
や
ら
、
必
殺
技
、
地
名
、
名
前
、
ア
イ
テ

ム
な
ど
の
名
前
な
ど
の
ネ
タ
が
数
々
あ
り
ま
す
。

も
う
一
度
言
い
ま
す
。
果
て
し
な
く
意
味
不
な
上
に
ネ
タ
バ
レ
を
極
限
ま
で
に

含
み
ま
す
。
ご
注
意
を
。

多
分
自
分
し
か
使
わ
な
い
と
思
っ
て
作
り
ま
し
た
。
読
ん
で
も
い
い
で
す
が
、

パ
ク
リ
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

っ
と
、
何
か
ま
た
同
じ
事
を
言
っ
て
い
る
気
が
。
こ
れ
以
上
続
け
る
と
永
遠
に

終
わ
る
気
が
し
な
い
の
で
、
こ
こ
ら
辺
で
。

で
は
＾
ｐ
＾
７
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虹
彩
の
必
殺
技

【
虹
桜
咲
誇
鬼
】

　
　
　
　
難
度
が
非
常
に
高
い
技
。
だ
が
そ
の
代
わ
り
、
相
手
に
掛
か
る
ダ
メ

ー
ジ
は
と
て
も
大
き
く
、
一
発
で
瀕
死
に
し
て
し
ま
う
程
。

　
　
　
　
こ
の
技
の
見
た
目
な
ど
は
、
お
任
せ
し
ま
す
。
“
円
舞
曲
”
が
必
要
。

ワ
ル
ツ

サ
ッ
カ
ー
時
は
ボ
ー
ル
の
み
で
Ｏ
Ｋ
。

【
虹
胡
蝶
－
桜
乱
舞
－
】

　
　
　
　
こ
の
技
も
、
か
な
り
難
度
高
い
。
虹
色
の
蝶
と
桜
が
荒
れ
乱
れ
舞
う
。

　
　
　
　
そ
の
羽
や
花
弁
は
、
刃
物
の
様
な
物
で
、
肌
に
触
れ
る
と
切
れ
出
血

す
る
と
同
時
に
、
大
量
の
猛
毒
が
全
身
に
廻
り
、
僅
か
５
秒
で
死
に
至
る
。

　
　
　
“
円
舞
曲
”
が
必
要
。
サ
ッ
カ
ー
時
は
ボ
ー
ル
の
み
で
Ｏ
Ｋ
。

ワ
ル
ツ

【
最
終
弾
丸
】

フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ブ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
こ
の
技
を
繰
り
出
す
時
は
、
夢
幻
銃
“
狂
詩
曲
”
が
必
要
不
可
欠
。

ラ
プ
ソ
デ
ィ

サ
ッ
カ
ー
時
は
ボ
ー
ル
の
み
で
Ｏ
Ｋ
。

　
　
　
　
金
、
銀
の
弾
丸
が
何
回
も
何
回
も
連
射
さ
れ
る
。
一
度
に
発
砲
す
る

弾
の
数
は
約
１
０
０
０
０
本
。

　
　
　
　
弾
は
切
れ
る
事
な
く
無
限
大
に
発
砲
出
来
る
。
こ
れ
に
少
し
付
け
足

し
お
ｋ
で
す
。

【
幻
想
的
間
奏
曲
】

レ
ウ
ー
ル
・
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ

化
身
技
。
サ
ッ
カ
ー
時
も
魔
法
物
の
時
も
使
用
可
。
“
音
操
師
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー

ト
・
ヴ
ァ
レ
ー
シ
ョ
ン
”
が
必
要
。
シ
ュ
ー
ト
技
。

魔
力
を
他
の
技
よ
り
必
要
と
す
る
為
、
試
合
、
戦
闘
が
始
ま
っ
て
直
ぐ
に
こ
の

技
を
繰
り
出
す
こ
と
は
不
可
能
。
だ
が
、
や
は
り
化
身
技
な
の
で
、
他
の
技
と

は
桁
違
い
に
相
手
に
掛
か
る
負
担
の
大
き
い
。
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【
消
滅
虹
】

シ
ェ
マ
ン
ド
・
レ
イ
ン
ボ
ウ

化
身
技
。
サ
ッ
カ
ー
時
も
魔
法
物
の
時
も
使
用
可
。
“
虹
女
神
ア
ル
カ
ン
シ
エ

ル
”
が
必
要
。

シ
ュ
ー
ト
技
だ
が
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
技
に
も
使
え
る
。

過
激
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
技
を
決
め
る
前
に
指
を
パ
チ
ン
と
鳴
ら
し
、
「
ア

ッ
プ
ブ
ラ
ー
ゼ
ン
！
」
と
掛
け
声
を
放
つ
。
「
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
！
」
と
同
様
。

（
（
臨
時
更
新
予
定
）
）
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◇
冠
羽
珠
琴
　
キ
ャ
ラ
設
定

「
貴
様
等
の
戯
言
な
ど
に
付
き
合
っ
て
る
暇
は
無
い
。
さ
っ
さ
と
退
い
て
平
伏

せ
。
こ
の
雌
豚
糞
ビ
ッ
チ
ス
ト
ー
カ
ー
ド
変
態
女
。
死
ね
ば
良
い
の
に
。
」

名
前
　
：
　
冠
羽
珠
琴
 

［
Ｋ
ａ
ｎ
ｂ
ａ
 

Ｍ
ｉ
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
］

英
国
風
：
　
ミ
コ
ト
＝
ウ
ィ
ル
＝
フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ル
ン
　
（
Ｍ
ｉ
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
－

ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
－
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｂ
ｅ
ｒ
ｎ
）

性
別
　
：
　
♀

年
齢
　
：
　
基
本
１
４
歳
だ
が
、
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

性
格
　
：
　
毒
舌
で
鬼
畜
。
ツ
ン
デ
レ
か
も
し
れ
な
い
。
ド
Ｓ
の
域
を
超
え
た

ド
ド
ド
ド
ド
Ｓ
。
お
ま
け
に
若
干
唯
我
独
尊
と
い
う
始
末
。
だ
が
最
強
の
愛
さ

れ
キ
ャ
ラ
で
あ
る
為
、
何
故
か
許
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
格
下
だ
と
思
っ
た
相
手
に
は
ト
コ
ト
ン
上
か
ら
目
線
で
そ
の
我
侭

っ
ぷ
り
を
吐
き
出
す
。
だ
が
何
故
か
許
さ
れ
る
。
最
近
入
っ
た
情
報
だ
と
、
珠

琴
に
歯
向
か
っ
た
ガ
チ
ム
チ
な
兵
士
が
極
度
な
ド
Ｍ
に
な
っ
て
帰
っ
て
来
た
と

い
う
情
報
が
あ
る
。
だ
が
何
故
か
許
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
だ
が
実
は
真
面
目
で
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
決
め
た
事
は
最
後
ま

で
遣
り
通
し
、
護
る
と
決
め
た
相
手
は
死
ん
で
で
も
護
り
通
し
て
み
せ
る
、
と

い
う
騎
士
道
を
弁
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
こ
ん
な
彼
女
に
も
、
可
愛
い
所
は
あ
り
、
蟲
を
怖
が
っ
た
り
酒
に

弱
か
っ
た
り
心
霊
系
が
怖
か
っ
た
り
な
ど
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
凄
い
。
そ
し
て
大
の

可
愛
い
物
好
き
で
大
の
甘
党
。

　
　
　
　
　
黙
っ
て
い
れ
ば
彼
女
も
可
愛
い
の
だ
。
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律
儀
で
あ
り
上
の
者
、
自
分
の
認
め
た
者
に
対
し
て
丁
寧
で
あ
る

為
、
何
処
か
姫
騎
士
を
思
わ
せ
る
。

人
称
　
：
　
１
人
称
－
私
、
自
分

　
　
　
　
　
２
人
称
－
基
本
苗
字
呼
び
。
他
は
、
お
前
、
貴
方
、
貴
女
、
貴
様
、

て
め
ぇ

容
姿
　
：
　
透
明
色
に
近
い
薄
い
け
れ
ど
も
輝
か
し
い
金
髪
は
、
毛
先
近
く
に

な
る
と
銀
化
し
、
金
髪
と
銀
髪
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
燃
え
滾
る
様
な

紅
い
瞳
は
灼
熱
の
炎
な
ど
を
思
わ
せ
る
。

　
　
　
　
　
髪
型
は
何
時
も
頭
上
で
編
む
。
編
ん
で
い
る
時
は
宝
石
の
あ
し
ら

わ
れ
た
高
価
な
髪
飾
り
で
止
め
る
。
滅
多
に
無
い
が
、
た
ま
に
下
ろ
し
て
い
る

時
も
あ
る
。
長
さ
は
胸
下
位
。

　
　
　
　
　
貧
乳
。
Ａ
カ
ッ
プ
も
無
い
位
。
だ
が
Ａ
カ
ッ
プ
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
見
目
麗
し
く
、
ま
だ
可
愛
さ
の
残
る
綺
麗
な
整
っ
た
顔
や
ス
タ
イ

ル
の
お
陰
で
充
分
に
魅
力
が
あ
る
。
美
少
女
。
だ
が
場
合
に
よ
っ
て
は
男
に
間

違
わ
れ
る
事
も
し
ば
し
ば
。
美
少
年
。

　
　
　
　
　
身
長
、
１
５
３
?
。
体
重
、
４
０
?
。
血
液
型
、
Ａ
型
。
誕
生
日
、

１
月
１
６
日
。

属
性
　
：
　
善
、
天
体
、
神
話
、
音
楽

特
化
　
：
　
勉
強
、
サ
ッ
カ
ー
、
勝
負
事
、
賭
け
事

劣
化
　
：
　
蟲
、
酒
、
心
霊
系

武
器
　
：
　
［
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
］

ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
・
フ
ェ
イ
ト

　
　
　
　
　
珠
琴
の
武
器
の
源
と
な
る
武
器
。
基
、
針
金
細
工
。
月
光
を
何
処
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か
し
ら
帯
び
る
神
銀
色
の
針
金
糸
。
糸
で
は
あ
る
が
、
只
の
糸
で
は
無
く
、
そ

の
糸
を
切
っ
た
り
破
い
た
り
斬
っ
た
り
は
出
来
な
い
。
永
遠
不
滅
の
糸
と
も
取

れ
る
。

　
　
　
　
　
魔
法
の
様
に
、
相
当
な
魔
力
を
帯
び
て
お
り
、
変
形
自
在
、
そ
し

て
こ
の
針
金
細
工
か
ら
武
器
を
練
成
出
来
る
の
で
種
類
は
様
々
。
何
等
か
の
方

法
で
な
い
と
こ
の
武
器
を
壊
す
事
が
出
来
な
い
、
決
し
て
壊
さ
れ
る
事
を
許
さ

れ
な
い
最
強
の
武
器
。

　
　
　
　
　
練
成
し
た
武
器
も
、
魔
力
は
弱
ま
る
事
無
く
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
。

只
、
針
金
細
工
で
練
成
し
て
創
っ
て
あ
る
為
、
色
は
輝
く
銀
色
。

　
　
　
　
　
こ
の
術
で
数
々
の
武
器
を
練
成
し
使
用
す
る
為
、
沢
山
の
武
器
の

使
い
方
を
習
得
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
難
易
度
の
高
い
術
と
な

る
。

　
　
　
　
　
イ
メ
ー
ジ
は
「
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
」
の
ア
イ
リ
ス
フ
ィ
ー
ル
・

フ
ォ
ン
・
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
の
言
峰
綺
礼
と
戦
闘
中
に
用
い
た
針
金
細
工
。
”

Ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ
 

ｉ
ｓ
ｔ
 

Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
”
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
。

　
　
　
　
　
因
み
に
参
照
。

　
　
　
　
　
（
死
翔
の
銀
薔
薇
）

ゲ
イ
・
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
で
練
成
す
る
珠
琴
の
主
な
武
器
の
一

つ
。
神
槍
で
あ
り
、
丈
は
長
過
ぎ
も
せ
ず
短
過
ぎ
も
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
元
は
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
な
の
で
、
独
特
の
蒼
銀
さ
を

醸
し
出
す
。
銀
薔
薇
が
刺
繍
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
美
し
い
。

　
　
　
　
　
　
と
て
も
使
い
手
が
良
く
、
そ
の
上
自
ら
の
出
す
蒼
銀
色
の
光
と

月
光
や
日
光
な
ど
の
光
と
の
反
射
、
屈
折
な
ど
で
槍
自
体
を
不
視
覚
に
す
る
と

い
う
効
果
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
だ
が
当
然
、
自
分
に
も
見
え
な
い
為
、
下
手
に
振
り
回
す
と
自

分
ま
で
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
（
鎮
魂
曲
）

レ
ク
イ
エ
ム

　
　
　
　
　
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
で
練
成
す
る
珠
琴
の
主
な
武
器
の
一
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つ
。
神
剣
。
長
剣
で
あ
る
為
、
普
通
の
魔
族
で
は
両
手
で
持
っ
て
お
く
の
が
や

っ
と
だ
が
、
珠
琴
は
訓
練
を
重
ね
て
い
た
の
で
、
片
手
で
も
振
り
回
す
こ
と
が

出
来
る
。

　
　
　
　
　
虹
彩
の
所
持
す
る
“
円
舞
曲
”
や
“
狂
詩
曲
”
の
姉
妹
武
器
で
あ

虹
彩
の
所
持
す
る
“
円
舞
曲
”
や
“
狂
詩
曲
”
の
姉
妹
武
器
で
あ
り
、
そ
れ
を

珠
琴
流
に
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
で
使
用
す
る
事
が
出
来
る
様
ア
レ
ン
ジ

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
こ
れ
は
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
独
特
の
特
徴
だ
が
、
や
は
り

こ
の
剣
は
ア
レ
ン
ジ
作
な
為
、
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
の
独
特
の
蒼
銀
さ

を
醸
し
出
す
。

　
　
　
　
　
と
て
も
華
美
で
鮮
麗
な
容
姿
で
、
ア
レ
ン
ジ
作
と
は
言
え
ど
、
“

円
舞
曲
”
や
“
狂
詩
曲
”
の
姉
妹
武
器
で
あ
る
為
魔
力
を
込
め
れ
ば
本
来
の
色

合
い
、
姿
形
を
取
り
戻
す
事
も
出
来
る
。
だ
が
、
そ
の
分
魔
力
は
込
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

　
　
　
　
　
（
月
詠
桜
）

つ
く
よ
み
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
日
本
刀
。
こ
れ
も
や
は
り
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
で
練
成
す

る
珠
琴
の
主
な
武
器
の
一
つ
。

　
　
　
　
　
“
レ
ク
イ
エ
ム
”
に
比
べ
た
ら
質
素
で
と
て
も
華
美
と
は
言
え
な

い
が
、
シ
ン
プ
ル
で
、
と
て
も
使
い
や
す
い
。
と
て
も
軽
く
、
鞘
は
木
で
作
ら

れ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
桜
の
刺
繍
が
さ
れ
て
い
る
だ
け
。

　
　
　
　
　
そ
の
シ
ン
プ
ル
さ
に
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
の
蒼
銀
さ
が
加

わ
り
、
質
素
で
は
あ
る
が
、
文
句
の
付
け
所
の
無
い
程
の
美
麗
さ
が
増
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
［
輪
舞
曲
、
遁
走
曲
、
奏
鳴
曲
］

ロ
ン
ド

フ
ー
ガ

ソ
ナ
タ

　
　
　
　
　
無
限
な
る
神
銀
の
運
命
”
で
練
成
す
る
珠
琴
の
主
な
武
器
の
一
つ
。

忍
び
の
小
刀
で
あ
る
為
、
表
舞
台
に
は
出
さ
な
い
。
同
じ
長
さ
の
小
刀
が
３
丁
。

“
フ
ー
ガ
”
と
“
ソ
ナ
タ
”
を
手
裏
に
、
“
ロ
ン
ド
”
を
太
股
に
忍
ば
せ
て
あ
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る
。

　
　
　
　
　
こ
れ
も
、
“
レ
ク
イ
エ
ム
”
と
同
様
、
虹
彩
の
所
持
す
る
“
円
舞

曲
”
や
“
狂
詩
曲
”
の
姉
妹
武
器
で
あ
る
。
だ
が
、
“
無
限
な
る
神
銀
の
運
命

”
の
ア
レ
ン
ジ
は
さ
れ
て
い
な
い
為
、
本
来
の
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
珠
琴
の
最
後
の
手
段
と
も
取
れ
る
武
器
で
あ
る
。

魔
法
、
技
：
　
「
に
じ
フ
ァ
ン
」
に
う
ｐ

化
身
　
：
　
銀
冠
騎
士
メ
シ
ア
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
　
（
（
変
更
大
い
に
有
り
）
）

化
身
術
：
　
「
に
じ
フ
ァ
ン
」
に
う
ｐ

異
名
　
：
　
月
冠
の
姫
騎
士

　
　
　
　
　
銀
糸
使
い
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

　
　
　
　
　
月
誓
十
字
架
を
壊
す
者

　
　
　
　
　
伝
説
上
の
歴
史
書

ク
ロ
ニ
ク
ル

　
　
　
　
　
銀
月
の
幼
き
王

キ
ン
グ
・
チ
ル
ド
レ
ン

詳
細
　
：
　
ま
だ
正
式
に
は
決
ま
っ
て
ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
く
は
載
せ
ら
れ
ま

せ
ん
。
随
時
更
新
中
で
す
。

　
　
　
　
　
七
瀬
虹
彩
の
親
戚
。
英
吉
利
出
身
の
日
本
育
ち
。
七
瀬
家
や
シ
ー

ウ
ェ
ル
家
と
の
血
筋
が
あ
り
、
実
家
は
英
吉
利
に
有
る
が
、
父
親
が
幼
い
頃
に

他
界
し
、
母
親
も
珠
琴
が
１
２
歳
の
頃
後
を
追
っ
て
他
界
。
シ
ー
ウ
ェ
ル
側
の

血
筋
で
あ
り
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ル
ン
も
同
盟
を
組
ん
だ
大
き
な
財
閥
グ
ル
ー
プ
。

　
　
　
　
　
虹
彩
程
で
は
無
い
が
、
強
い
。
文
武
両
道
。
常
に
試
験
結
果
は
ト

ッ
プ
ラ
ン
ク
、
身
体
能
力
も
抜
群
。
反
射
神
経
に
優
れ
て
お
り
、
身
体
も
柔
ら

か
い
。
結
構
タ
フ
で
あ
り
、
体
も
丈
夫
。

　
　
　
　
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ピ
ア
ノ
が
得
意
。
性
格
や
容
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姿
に
何
処
か
の
騎
士
王
を
思
わ
せ
る
雰
囲
気
も
あ
る
事
か
ら
、
前
世
は
王
族
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
属
性
に
善
が
あ
る
程
、
善
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、
革
命
や
庶
民
な

ど
力
の
無
い
者
に
対
し
て
も
優
し
く
動
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
騎
士
の
王
道
を
弁
え
て
お
り
、
気
高
き
忠
誠
心
を
持
つ
事
が
あ
る
。

想
像
曲
：
　
東
方
紅
魔
郷
「
月
時
計
　
～
 

ル
ナ
・
ダ
イ
ア
ル
」
ア
レ
ン
ジ
２
 

　
　
　
　
　
　
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／

ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
？
ｖ
＝
３
ｚ
Ｊ
Ｈ
９
ｐ
ｂ
Ｅ
Ｙ
Ｙ
Ｉ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ｆ
ｅ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ

ｅ
＝
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
）
　

　
　
　
　
　
Ａ
Ａ
Ａ
「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」

　
　
　
　
　
　
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／

ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
？
ｖ
＝
Ｌ
ｒ
Ｆ
Ｕ
Ｗ
ｈ
ｏ
ｉ
ｏ
ｔ
Ｉ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ｏ
ｂ
＝
ａ
ｖ
２

ｅ
）

　
　
　
　
　
Ｗ
Ｓ
Ｄ
－
０
８
－
０
０
５
 

情
熱
大
陸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／

ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
？
ｖ
＝
Ｕ
ｐ
５
Ｈ
ｏ
Ｗ
５
Ｍ
ｏ
Ｗ
ｇ
）

　
　
　
　
　
鷲
の
舞
う
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／

ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
？
ｖ
＝
Ｏ
Ｌ
８
ｗ
３
Ｒ
Ｗ
ｙ
Ｑ
Ｇ
Ｅ
）

　
　
　
　
　
東
方
花
映
塚
「
フ
ラ
ワ
リ
ン
グ
ナ
イ
ト
」
 

ア
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／

ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
？
ｖ
＝
５
ｑ
ｎ
ｙ
ｘ
ｄ
ｉ
Ｈ
Ｗ
Ｆ
０
）

想
像
色
：
　
銀
、
青
、
白

声
優
　
：
　
坂
本
真
綾
さ
ん

台
詞
例
：
「
貴
女
の
命
は
私
の
身
が
滅
び
よ
う
と
も
必
ず
守
る
。
そ
れ
が
騎
士
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の
役
目
だ
。
」

　
　
　
　
「
ほ
ぉ
・
・
・
。
威
勢
だ
け
は
一
級
品
の
様
だ
な
」

　
　
　
　
「
私
を
従
わ
せ
た
い
の
な
ら
ば
、
ま
ず
は
絶
品
洋
菓
子
を
百
は
用
意

す
る
事
だ
な
、
」

　
　
　
　
「
残
念
。
お
前
は
ま
だ
甘
い
。
今
ま
で
の
自
分
の
動
き
を
も
う
一
度

良
く
思
い
直
し
て
出
直
し
て
来
い
」

　
　
　
　
「
何
故
だ
！
何
故
そ
ん
な
事
が
出
来
る
！
？
貴
様
も
英
雄
の
端
く
れ

だ
ろ
う
？
何
故
そ
ん
な
に
も
簡
単
に
人
の
命
を
契
り
取
れ
る
！
そ
れ
で
も
人
間

か
貴
様
ッ
！
」

　
　
　
　
「
私
は
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
様
な
英
雄
で
も
、
力
で
人
を
縛
り
付

け
る
暴
君
で
も
無
い
。
只
の
、
“
英
雄
”
の
皮
を
被
っ
た
、
偽
善
者
だ
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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